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小泊ふれあい運動場で３チームで争った「小泊ナイタ
ー野球大会」が閉幕し、10月11日㈮に閉会式が行わ

れました。
　この日の閉会式では、約４か月にわたる大会を戦った選
手たちが集まり、表彰を行うとともに、リーグ戦を終えた
選手同士で健闘をたたえ合っていました。
■優勝…イカーズ（５勝２敗１分・勝点15）／第２位…メ
ッツ（３勝４敗１分け、勝点７）／第２位…無限会（３勝５敗、
勝点７）
■最優秀選手賞…小林満（イカーズ）／優秀選手賞…藤田順悦（イカーズ）、磯野章次（無限会）、柏崎裕司（メッツ）
／打率 首位打者…伊藤芳伸（無限会）、２位…加納崇裕（イカーズ）、熊木徹（メッツ）、大西一正（メッツ）、和久
隆之（メッツ）／打点王…工藤利康（メッツ）／ホームラン王…加納崇裕（イカーズ）／盗塁王…加納崇裕（イカーズ）
／最多勝利投手賞…伊藤芳伸（無限会）／最優秀防御率…秋元啓志（無限会）／奪三振１位…成田公平（メッツ）

管内の小中学校が10月８日㈫、町内の道路などのごみ
拾い活動を行いました。

　小学生と中学生で出身地区同士にグループ編成し、割り
当てられたコースでそれぞれごみ拾いを行いました。
　中学生が小学生をサポートしながら、交流を深めていま
した。

交通死亡事故皆無1000日達成は、町安全協会武田支部（支
部長　田中進美）も10月１日㈫、五所川原警察署にて表

彰を受けました。
　同地区では武田小学校児童が交通安全パレード、富野保育所
がドライバーへの交通安全グッズなどを配る「街頭呼びかけ」
など地域のみなさんで活動に取り組んでいます。

町では９月30日㈪をもって交通死亡事故ゼロ1000日を達
成しました。これにともない交通安全の活動を推進し

てきた町交通安全対策協議会へ記録達成への感謝状が県警本
部長より手渡されました。
　また、県交通安全母の会連合会から中泊町交通安全母の会
連合会へは表彰状が贈られました。
　受賞者を代表して秋元副町長がより交通安全運動に努めて
いきたいと伝えました。

健闘たたえ合う閉会式開催
小泊ナイター野球が閉幕

管内小中学校が一斉に奉仕活動
管内学区一斉ゴミゼロ運動

交通死亡事故皆無1000日達成
県警より表彰

地域で交通安全に取り組む
町安全協会武田支部も受賞
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長年にわたり地方教育行政の充実発展に尽くし功績が顕著
な人に対し、地方教育行政功労者として古川政昭氏が文

部科学大臣から表彰され、10月15日㈫に町長を表敬しました。
　古川氏は、５月の退任まで10年以上にわたり教育委員（内委
員長８年）として、町教育行政に尽力しました。10月4日㈮には、
文部科学省講堂で行われた表彰式に出席し、町村代表として大
臣より表彰されました。

北光寿大学の学生の体力維持・増進などを目的に10月
16日㈬、小泊中体育館で高齢者室内健康づくり運動

会が行われました。
　大会には小泊地域の高齢者約50人が参加。開始前に町
で研修中の弘前医療福祉大学４年生３人が問診と血圧測定
を行い、健康状態を確認しました。
　競技は玉入れなど全６種目（ボール送り、玉入れ、輪投げ、
おたまリレー、ビーンボーリング、予想ジャンケン）で争い、
汗を流しました。

生涯学習フェア2013が10月５日㈯に県総合社会教育セ
ンター行われ、町で静和園や内潟療護園など福祉ボ

ランティアを続けている「めんだりカッチャ」のメンバー
36人と小学生５人が県民カレッジ認定証の交付を受けま
した。
　また、老年健康福祉大学のメニューには、県民カレッジ
認定講座があり、多くの単位取得ができたことから男性認
定者（町では初）が２人も誕生しました。

体育の日の10月14日㈪、秋晴れの下前「徐福の里
公園」で、町民約40人がウオーキングを楽しみ

ました。
　海と山の美しい景観を楽しみながら旧下前街道

（5.7Km）を１時間かけて全員ゴールしました。
　この日はウオーキングのほかに、健康運動指導士の
葛原仁美さんを招いてストレッチの指導を行いました。
参加者からは、「ウオーキングも良かったけど、スト
レッチがとてもよかった」と話していました。

教育行政へ貢献
古川政昭氏が地方教育行政功労者表彰

真剣勝負‼
高齢者室内健康づくり運動会

ボランティアで県民カレッジ認定
青森県生涯学習フェア2013

海と山の美しい景観を楽しむ
あさぐべし！なかどまりウオーキング
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毎年活躍をみせる誠心塾の塾生たちが今回も各種大
会で好成績を残しました。このうち県武道館で行

われたスポーツひのまるキッズ東北小学生柔道大会で、
５年男子無差別で優勝した佐井川陽舜くん（武田小）は
「強い相手をどう攻略すればいいかを考えながら戦っ
た」と大会を振り返っていました。
各種大会結果　〈（武）…武田小学校、 （薄）…薄市小学校〉
●第51回三船十段杯争奪柔道大会（9/8）岩手県久慈市
　団体戦　少年の部　３位
●第37回青森県少年柔道大会（9/22）五所川原市
　 幼年の部　３位　佐井川友也／２年男子－30Kg　優勝　葛西卓人（武）、準優勝　田中永喜（武）／５年男子－

45kg　３位　片山雄心（武）／５年男子＋45kg　３位　葛西大悟（武）／５年女子　準優勝　野上莉来奈（薄）
●第４回スポーツひのまるキッズ東北小学生柔道大会（7/28）県武道館
　 ２年男女混合軽量級　優勝　田中永喜、準優勝　葛西卓人／５年女子軽量級　優勝　野上莉来奈／５年男子軽

量級　３位　片山雄心／５年男子無差別　優勝　佐井川陽舜／６年女子軽量級　３位　今楓香（薄）
●第５回スポーツひのまるキッズ東海小学生柔道大会（9/15）愛知県武道館
　５年女子軽量級　３位　野上莉来奈

町内小学生の絵画・書写を展示する「MOA美術館中泊児童
作品展」が、10月19日㈯～20日㈰の２日間にわたり、中

央公民館で行われました。20日㈰には、入賞作品への表彰式
が行われ、出席した子どもたちに賞状が手渡されました。

（※  は絵画の部、 は書写の部、数字は学年）
■MOA美術館奨励賞…  葛西美羽（中里小２）／  下山諒夏

（薄市小６）　■（株）東奥日報社賞…  鍋田亜衣海（小泊小２）
／  山田晃雅（小泊小４）　■中泊町長賞…  加藤楓斗（中里小６）／  古川萌子（中里小３）　■中泊町議会議長
賞…  秋元修策（中里小３）／  野村勇斗（小泊小５）　■中泊町教育長賞…  野上斗愛（薄市小２）／  新岡李
桃（武田小３）　■中泊町連合PTA会長賞…  久保田龍斗（小泊小２）／  山田華蓮（小泊小３）　■保護司会中泊
分会会長賞…  佐藤稀咲葵（中里小２）／  佐藤颯（薄市小６年）　■中泊町更生保護女性会会長賞…  打越大芽

（中里小６）／  田中寧音（中里小５）　■中里町自然農法研究会会長賞…  白戸敬造（武田小２）／  升田柊（小
泊小３）　■金賞…  菊池柚葉（中里小３）、石川栞（武田小２）／  佐々木亮輔（武田小６）、山田皇龍（小泊小１）
　■銀賞…  古川統喜（中里小２年）、米塚孔喜（中里小４）／  長利絢捺（中里小５）、藤本真悟（武田小３）　■
銅賞…  太田颯真（小泊小１）、青山桃子（武田小１年）／  佐藤風雅（薄市小５）、鈴木朱李（武田小４）　■佳作
…  木村颯汰（中里小６）、新岡大輝（薄市小３）、野上音羽（中里小２）／  古川奈菜（中里小６）、越野桃百佳（小
泊小６）、久保田美空（小泊小４）

道の駅こどまり「ポントマリ」のコースで９月29日
㈰町民グラウンド・ゴルフ大会が行われ、32人の

参加者は、オーシャンビューの特設コースで汗を流しました。
男子の部…１位 鈴木喜代三郎、２位 樋口孝、３位 木村幸
雄／女子の部…１位 古川キサ、２位 樋口彰子、３位 小寺
イツ／ホールインワン賞 大川ふじ子、竹谷ユリ、斉藤廣枝

各種大会で活躍
中里誠心塾の塾生が好成績

町小学生の作品を展示
MOA美術館中泊児童作品展

海岸をみながらナイスショット
町民グラウンド・ゴルフ大会
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中里小５年児童が漁業を学ぼうと10月３日
㈭、小泊・下前両漁協などを訪れました。

　きっかけは、授業で「中泊といえば？」の質
問に対して、米、トマトなど農業はでてくるが、
漁業についてはよくわからないという児童が多
かったことから始まり、実際行ってみることに
なりました。
　現地では町水産観光課職員による「小泊の漁
業について」の説明、小泊漁協では市場を、下
前漁協では放流前のウスメバルの稚魚を見学。
最後は海水の浄化や磯焼け防止の作業を体験しました。児童たちは「初めてのことばかりで、大変勉強になった。
メバルが可愛かった」などと話していました。

ピュア近くの体験ほ場で９月24日㈫、中里小学校児
童88人が作物の収穫を行いました。この日に採っ

たサツマイモ、枝豆、ポップコーン用トウモロコシは
今年の６月に児童たちの手で植え付けをしたもので、ど
の野菜も立派に生長しており、収穫を楽しんでいまし
た。 
　作業終了後は、グリーン・ツーリズムの会「かけはし」
の会員がポップコーン作りを実演。フライパンの中で

トウモロコシがはじける様子を、子供たちは興味津々といった目で見つめていました。３年生の児童は「自分が
採ったトウモロコシで、家族にポップコーンを作ってあげたい」と話していました。

漁業を学ぶ
中里小が漁港で学習

収穫を楽しむ
畑の学校で収穫体験
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